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感 性 価 値 対 応 型 陶 器 製 品 の 開 発 Ⅱ
　　　　　五感にひびく　不思議な陶器
					会期：平成 24年 10月 6日〜 27日
					会場：滋賀県立陶芸の森　信楽産業展示館

　現在、わが国では、安価な量産品や機能性のみ
を追求した製品だけではなく、多少は値段が高く
ても、感性に訴えかける、こだわりの逸品に対す
る需要があります。
　本年度は、「	五感にひびく不思議な陶器	」とい
う題目により、特に	聴・味・照・奏・触に関係し
た陶器の開発をいたしました。
　

▲展示会場の様子

面ライト
　「信楽透器」の特性を活かし、陶板成形機を使って
異なる素材を圧延し、凹凸を写しとることで透け方の
違いを探ってみました。
	　平面で光るように見える LED板を光源に用いるこ
とにより、ありそうでなかった、光るデスクパーテー
ション、卓上平面ライト、壁面ライトなどとして使用
できます。持ち運びにも便利な面ライトは、さまざま
な場面で応用できます。

筒灯り（ろうそく立て）
　光をとおし、耐火耐熱性のある「信楽透器」でつく
られたキャンドルスタンドの提案です。紙や布の柔ら
かさをイメージしました。	炎の「ゆらぎ」は人の気
持ちを落ち着かせると言われています。	忙しい日常
生活の中、食事や入浴時などにロウソクの灯りを楽し
まれてはいかがでしょう。
　今インテリアの一部としても活用され、店頭に並ぶ
ロウソクのデザインも多様になっています。
　信楽透器土の泥を使い、織物や不織布に浸したもの
を型の上に重ねなが
ら造形しています。	
　肉厚を調整するこ
とにより透光の強弱
を作り出し、層の間
に色違いの材料を挟
み込むことを可能に
しました。

わさ美
　自分でわさびをすり
おろす楽しみと、おろ
したての新鮮な薬味で
食す満足感を形にしま
した。コロンとしたま
るさが特長で、食のシー
ンを彩る道具です。

　　　　研究テーマ
・信楽透器
　面ライト

　筒灯り

　わさ美

　Wall	Light

　無貫入透光性素地

　信楽リュトン

・敷き陶器
・みず琴
・合成雲母釉
・スピーカー専用陶土
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　素地の特徴を生かした重厚感のあるフォルムで、オ
ブジェ風にしました。従来の陶器の櫛目ではなく、素
地表面に粗い石英ガラスの粒を入れることにより、鮫
皮でおろしたものに近い香味を引き出します。

Wall Light
　「信楽透器」の泥漿を石膏型に流し込み、鋳込み成
形を試みました。白色だけでなくピンクや黄色などの
顔料を少し添加し、砂糖菓子のような柔らかい色のあ
かりを表現しました。組み合わせを自由にすることに
より空間を仕切ることができます。
　光源には環境に優しい LEDを使い、素材の特性を
生かしたあかりを演出しました。

無貫入透光性素地
　これまで試験場では、透明性と耐熱性を持った石英
ガラスを主原料として透光性陶土「信楽透器」を開発
してきました。しかし、一般の釉薬を掛けると熱膨張
率の低い石英ガラスの性質により、釉薬に細かな貫入
（ヒビ割れ）が発生しました。したがって汚れ防止や
加飾のために、貫入のない釉薬か、透光性と高膨張特
性を持つ陶土の開発が望まれていました。
	ここでは、石英ガラスの代わりに、粒径の小さな珪
石を使用することと焼結助剤を少量添加することによ
り、従来の石英ガラスを使用した信楽透器と同様に透
光性を持ち、一般の釉薬を使用しても無貫入となる透
光性陶土を開発しました。また、石英ガラスの粒度や
量を調整するこ
とにより、熱膨
張特性を制御で
きることを確認
しました。

信楽リュトン
　リュトンとは、牛の角などを用いた古代の器の一種
です。儀式において酒などを他の容器に注ぎ分けるの
に使われ、リュトンを通った酒には神聖な力が宿ると
信じられていました。
　信楽リュトンには粗い石英ガラスを使用した透光性
のある「信楽透器」を使い、「漆喰」のような素材感
を表現することができます。
　｢信楽	リュトン	酒器 ｣と名付けられた陶器は、シ
ンプルなフォルムに仕上げられ、男女を問わず誰もが、
お酒を楽しむことができます。夜空を眺めながら美味
しいお酒を味わって下さい。
共同開発者：京都工芸繊維大学西村研究室

 

敷き陶器
　地球温暖化の影響もあり、暑い夏は少しでも温度を
下げるため、庭などに打ち水をおこなっているお宅も
あることと思います。
　そこで、水の移動効果を高めた多孔質素材の開発を
行い、貯水用容器と併せることにより、長時間、水の
蒸散による冷却が持続できる庭用敷陶器の開発を行い
ました。
　敷陶器に使用している主原料は、信楽地域で多量に
産出する安価な長石です。長石９５％に粘土を５％加
えた坏土で成形を行っています。長石の粒子を粗くす
ることにより素材が多孔質となり、水が移動する構造
としました。
　乾燥機による試験では、表面を 60℃に加熱した時
の敷陶器においては、約 23℃の温度低下が確認され
ました。
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みず琴 ( 小さな水琴窟 )
　水琴窟は、江戸時代中期に庭師の遊びこころから作
られたと言われています。地中に逆さにした甕を埋
め、底に水をため水滴を落とすと衝撃が反響してきれ
いな音となります。また、この音を聞くとアルファ波
が出てリラックス効果があるといわれています。
　平成 17年に試験場では、地中に埋めなくても気軽
に水琴窟の音が楽しめる製品を開発し、平成 22年に
は特許を取得しています。
　これまで小型の水琴窟の開発を行ってきましたが、
なかなか音が響かないという技術的課題がありまし
た。
　今回の開発では、水琴
窟の名前にもある洞窟の
壁面が濡れていることに
着目しました。そこで水
琴窟の内部壁面を濡らす
浸透性化粧土の開発を行
いました。内壁を濡らす
ことにより、音の響きが
向上し、手軽に楽しめる
小型の水琴窟が開発でき
ました。

合成雲母釉
　雲母とは、マグマが地下で冷えて固まった鉱物の一
種です。平らな結晶が光を反射して輝くため、日本古
来の言葉では「きらら」と呼ばれます。
　原料をルツボの中で融かして雲母を人工的につく
ることもできます。合成された雲母は粉末にされ、ラ
メ入り化粧品や、自動車のマイカ塗装の原料となって
います。
　数年前、化粧品の関連会社と一緒に合成雲母の研究
をしていたときに、粉砕する前の雲母の表面が美し
かったため、釉に応用する研究を始めました。
　普通の合成雲母は原料を１３５０℃で融かします
が、信楽焼の焼成温度と同じ１２５０℃で融けるよう
に調合を考えました。またいくつかの化学原料を天然
原料に置き換えています。
　工業製品のルツボではなく、陶器の中で雲母を合成
しているため、勾玉型などのさまざまな形を作ること
ができます。微量の金属酸化物を加えることにより白
以外の色も作りました。現在の調合では原料が窯の中
で融けて液体に変化するため、器の内側の底の部分以

外に雲母を結晶させることができません。ブローチな
どの宝飾品に利用することもできるでしょう。

スピーカー専用陶土
　陶器でできたスピーカーは音が良いといわれていま
す。それは木材・金属・磁器などにくらべて陶器が振
動しにくいためです。より良い音を求めて、普通の陶
器よりもさらに振動しにくいスピーカー専用陶土を調
合しました。
　主原料に比重の高いジルコンサンドとクロマイトを
用いています。原料の粒子を粗くし、さらに粒径をそ
ろえることにより、細かい孔がたくさん空いている材
料となっています。　　
　考古学の遺物のような形にしてみました。

乾燥収縮率
焼成収縮率
全収縮率
吸水率
かさ比重
見かけ比重
見かけ気孔率
曲げ強さ

（焼成条件　酸化	1250℃）

4.3%
2.8%
7.0%
7.0%
2.9
3.6
20%
25MPa

スピーカー専用陶土の物性
(ベージュ色)
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１. 特別講演「陶磁器のリサイクルについて」
　　　　　　　　　		岐阜県セラミックス研究所	
　　　　　　　　　　技術指導員	長谷川善一	氏
　　　　　　（一般社団法人グリーンライフ 21
　　　　　　　　　プロジェクトアドバイザー）
・美濃焼における食器リサイクル活動（グリーン
ライフ２１プロジェクト）
・食器リサイクルの製造プロセス・地域における
使い手の取組み
・リサイクル食器の市場など

２. 講 習「 産 業 廃 棄 物 の 適 正 処 理 に つ い て 」									
　					滋賀県甲賀環境事務所	副主幹	椛島孝志	氏
・廃棄物の区分
・産業廃棄物の保管基準
・産業廃棄物の処理（運搬および処分）を自ら行
う場合
・産業廃棄物の委託処理方法など

３. 紹介「しが新事業応援ファンド助成金交付事業」
							滋賀県産業支援プラザ	主任主事	黒沢知加	氏
・しが新事業応援ファンド助成金交付事業の成り
立ち
・事業の応募状況
・事業を活用した事例紹介など

４. 講演「ヒット商品を支える知的財産権」
																								森特許事務所	弁理士	森厚夫	氏
・ヒット商品と知的財産権の関係
・知的財産権の事例紹介など

５. 研究報告「感性価値対応型陶製品の開発研究」
																							陶磁器デザイン	専門員	川澄一司
・事業の概要
・試作品展の概要
（詳細につきましては２〜５ページをご覧下さい。）

６. 機器紹介「走査型電子顕微鏡（元素分析装置付
き）」 													セラミック材料	主任主査	坂山邦彦
・走査電子顕微鏡の概要・操作方法について
・事例紹介
（詳細につきましては 6ページをご覧下さい。）

面ライト

スピーカー

敷陶器

みず琴

筒灯り

わさ美

WallLight

無貫入素地

リュトン

雲母釉

０ 20 40 60 80 100 120

▲長谷川氏による講演の様子

アンケート集計の結果

　平成 24 年 10 月 6 日〜 8 日の３日間、234 名の
方に試作品についてのアンケートをお願いしました。
　回答者の年齢層は 50歳代が最も多く、次いで 60
代、40代、30代、20代の順となっています。男女
比はほぼ同数で、職業別では会社員・公務員の方が 4
割を占め、続いて主婦の方、無職の方の順でした。
　新素材開発・新製品開発への期待が高く、信楽透器
（特に面ライト）やスピーカー専用陶土に関心が集ま
りました。

興味をもったもの・使いたいもの

講
演
会

　　　平成２４年度技術講演・講習会

　平成２４年１２月２１日に当場会議室において４名
の講師をお招きして、技術講演・講習会を開催しまし
た。他産地での環境・リサイクル事業の取り組みや産
業廃棄物処理方法、公的補助事業、特許の有効性等に
ついて紹介、解説していだきました。
　また、試験場からは今年度の研究報告ならびに新規
導入した試験機器を紹介いたしました。　
　講演・講習会の内容は次のとおりでした。

男性
女性
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◀撮影風景　　▲展開写真の例

				仕				様
		加速電圧：0.5 〜 20	kV（43段階）
		倍率：×５〜 ×300,000
		分解能（高真空）：4nm(20kV),		8nm(3kV),	15nm(1kV)
　　　　（低真空）：5nm(20kV)
		画像モード：二次電子像、組成像、凹凸像、立体像
		最大試料寸法：150mmφ
		分析機能：全画面分析、点分析、元素マッピング
		測長機能：2点間測長、円測長、角度測定、面積測定等

仕
事
の
ヒ
ン
ト

パノラマ撮影機能を応用した
回転体の展開撮影

　たとえば缶詰は円筒形をしていますが、側面に貼ら
れているラベルをはがして平面に展開することができ
ます。それと同じように、壺などの周りに描かれた模
様を平面状に撮影することはできないものでしょう
か。
　近年のコンパクトデジタルカメラには、カメラを水
平に構え、シャッターを押したままで地平線をぐるっ
と撮影するとパノラマ写真ができる機能があります。

パノラマ撮影では人間とカメラが３６０度回転します
が、それとは逆に、３６０度回転する被写体をパノラ
マ撮影するとどうなるのでしょう。側面に龍が描かれ
ている傘立をロクロの上で回転させ、それを三脚に固
定したデジタルカメラによりパノラマ撮影したとこ
ろ、カメラは自分が回転しているものだと錯覚し、円
筒形の龍の絵を平面として展開撮影しました。模様が
まばらな壺などではうまく撮影できないこともありま
すが、回転体を記録するための方法として有効でしょ
う。

走査型電子顕微鏡（元素分析装置付き）
														メーカー：日本電子株式会社
																型　　式：JSM-6010LA

　各種材料や製品の表面拡大観察や撮影、微小部の分
析ができる装置です。特徴は、低真空モードによる非
導電性試料の観察に加えて、液体窒素冷却が不要な元
素分析検出器により起動から短時間で定性分析・定量
分析・元素マッピングができ、さらにタッチパネルや
自動位置決め機能により簡単に操作できることです。
　本装置は、財団法人ＪＫＡ（競輪・オートレースの
振興法人）の「平成２４年度機械工業振興事業」によ
り導入されました。

設備機器使用料（平成２５年３月現在）
走査型顕微鏡のみ使用　　￥２，０００／時間
元素分析も使用した場合　￥３，３００／時間

新
し
い
機
器
の
紹
介
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信楽陶製照明器具開発研究会
　
　本研究会は、LEDを使用した照明に関連する陶製
品の開発を目的としています。平成 19年 8月に信楽
窯業技術試験場と信楽陶器工業協同組合により立ち上
げられました。専門家によるデザイン指導や講演会、
見学会などの勉強を中心とした活動を行っています。
今年度は 10月 6日から 10月 28 日までの期間「信
楽陶器まつり」に併せて「陶芸の森　産業展示館ギャ
ラリー」で「LED・Shigaraki2012」というテーマ
により新作展を開催しました。展示内容は「信楽透器」

信楽窯業技術試験場研修生 OB 会

　本会は、窯業技術者養成事業研修を修了した者に
よって構成され、信楽焼の技術や歴史の勉強を行うと
ともに信楽焼業界の活性化に寄与することを目的とし
ています。
　今年度は甲賀市の協力のもと 9月 8日から 9月 23
日までの期間、信楽伝統産業会館にて会員作品による
「あけたくなるフタモノ展」を開催しました。出展者

▲OB展の様子

▲OBによる製作指導

◀完成した照明と展示風景
　（明山陶業・Ogamaにて）

研
究
会を中心に使い大物製品に挑戦しました。現在の会員は、

陶器メーカー 7社、陶土メーカー 2社の計９社です。
今後も勉強を続け新製品開発に取り組んでまいりま
す。

25 名、34 点の蓋物や箱、食器や花器などが展示さ
れました。また、期間中には来場者からアンケートを
取り、その結果を今後の活動に生かしています。
　12 月には、子供達に信楽焼と接してもらおうと、
甲賀市内の小学校 6年生を対象に「信楽透器」を使っ
たランプシェード作りの指導を行いました。信楽町内
の窯元の協力のもと「信楽焼の過去・現在・未来をつ
なぐ」というテーマでカラフルな LED電球を使い展
示会を開催しました。子供達は色々な形から光を灯す
作品を見て喜んでいました。
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宮形火鉢」、「姥口形」「三味胴形」「天広鉄鉢形」も
掲載されている。「御用火鉢謹作の状況」の轆轤師
は、高橋春齋の
義父である西尾
平 三 郎（1897
〜 1975 年）、左
はその妻のテル
（1899 〜 1982
年）である。
（文中敬称略）

▲御用火鉢謹作の状況
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御用火鉢
　　　　　　　　1941〜 1942年
　　　　　　　寸法　φ410×h270
　滋賀県立窯業試験場長　高野忠『御用火鉢謹製　記
念写真帳』序文（抜粋）「大東亜戦下金属回収の範を
垂れさせ給い宮内省では鉄銅火鉢の代用として陶製火
鉢を御使用遊され、昨秋これを信楽陶器工業組合に御
下命になり業者は精進して無事納入した。ここに謹製
に奉仕した組合員十氏および素地業者六氏は栄誉を記
念せんがため火鉢製作状況に関する記念写真帳を編集
するに至った。昭和十七年十二月」
　収蔵品は濱田庄司
の意匠による「庁舎
用天目釉臼形火鉢」
であるが、同写真帳
には「宮殿用白萩釉
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　着任のご挨拶　
場長 横井川正美

　信楽窯業技術試験場は今年度か
らは9名体制で船出しました。今
までの中で最少人数であります。
　就任時の挨拶の中で、次の３つ
のことを職員の前でお話ししまし
た。まずは、職員が業務を遂行す

る上で必要な知識や経験を磨きぬいて能力を高めるこ
とです。1ある能力を 1.2 なり 1.5 にします。次は、
当場には陶磁器デザインとセラミック材料の２つのグ
ループがありますが、それぞれが知恵を出し合い協力
して研究や製品開発を進めるということです。すなわ
ち、1+1＝ 2ではなくて 1+1＝ 3にするという発想
です。最後は、外部からの協力を得るということです。
世の中には自分たちが知らない素晴らしい人がたくさ
んおられます。日頃からそれぞれが人脈、ネットワー
クを広げて、味方に付けます。そうすることで、1+
αの仕事ができます。３つを要約すれば組織とは総
合力であり、みんなが協力して「試験場力」を高める
ことが重要であるということです。
　信楽窯業技術試験場の業務については、「試験」、「研
究」、「指導」を 3本柱にしてきました。今後もその
軸足はぶれません。試験分野では、便利で役に立つ設
備機器の開放、迅速で信頼度の高い依頼分析はもちろ
んですが、陶磁器科学的なデータの充実を図り、次世
代への情報伝承を目指します。研究分野では、今後も

業界での実用化が可能な製品の試作提案、機能性のあ
る素材の開発を主なターゲットとします。ただし、ニー
ズ対応研究でなくて、ニーズを先取りしたシーズが構
築できるように努力します。指導分野では、次世代の
信楽焼を担える優秀な後継者を育成するとともに、気
軽にまた頼りになる相談相手になるように頑張りま
す。さらに、有用な情報の発信にも力を入れます。
　最後になりましたが、今年の干支は「へび」です。
そこで、キーワードに「へ：変革」と、「び：敏感」
を挙げておきます。職員一同、「現状に満足しない」、「鋭
い感性を磨く」を念頭に入れ、企業の皆様への支援を
実施していきますので、今後とも試験場の活用をよろ
しくお願いします。

　新規採用職員の紹介　
技師 三浦拓巳

　試験場ではセラミック材料担当
に所属しております。設備は、主
に熱分析、粒度分析、成分分析装
置を担当しています。大学では金
触媒に関する研究をしていまし
た。卒業後は企業でセラミックの

開発や分析業務に携わり、私自身も公設試の職員の
方々に非常にお世話になっておりました。
　まだまだ微力ではございますが業界の皆様にお役
に立てるよう頑張りますので、今後ともよろしくお願
い申し上げます。


